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2020年オリン   ピック・パラリンピック

ヘリテッジゾーン 東京ベイゾーン

オリンピックスタジアム

選手村

オリンピックアクアティクスセンター

メーンメディアセンター

有明アリーナ

加速する都市インフラの再構築
2020年オリンピック・パラリンピックの開催地が東京に決まった。約4,554億円をかけ
て、競技場と選手村などが整備される予定だ。大会の開催に向けて、関連施設の建設や首
都圏のインフラ整備の需要が高まると見込まれる。未整備あるいは老朽化が進む都市イン
フラを再構築することは、東京の都市競争力を高め、経済再生や国際化を加速させる推進
力となるだろう。開催までの7年間で東京がどのように変化するか、期待が高まる。

東京開催決定

晴海に設けられる「選手村」を中心とする8㎞圏内に、主要な競技場を配置し「世界一コンパクト
な大会」を実現する。競技場が集中するゾーンは大きく2つに分かれ、「東京ベイゾーン」に水泳、
体操などの競技場を新設。東京ビックサイトは拡張され、メーンメディアセンターとなる。「ヘ
リテッジゾーン」にある1964年東京大会当時の競技場も本大会に活用される。開会式の舞台とな
るオリンピックスタジアムは現在の国立競技場を建て替え、2019年に完成する予定だ。

道路
首都高速道路中央環状線、
東京外郭環状道路、首都圏
中央連絡自動車道の3環状
道路や、オリンピックスタ
ジアムと選手村を結ぶ環状
2号線の整備が加速する。

空港
成田・羽田両空港の年間発
着枠の拡充。羽田空港では
国内線発着枠の国際線への
一部振り替えや、5本目の
滑走路の新設などが検討さ
れている。

鉄道
空港から都心へのアクセス
を改善するために、東京・
丸の内地区の地下に新駅を
設置。成田・羽田空港をつ
なぐ「都心直結線」の早期
整備の機運が高まる。

オリンピックアクアティクスセンター

有明アリーナ

オリンピックスタジアム

メーンメディアセンター

選手村

競技場及び関連施設

●新設
●既設（改良含む）
●仮設
※図示したものの他に
　9カ所の競技場がある。
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